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浴
衣
姿
の
あ
の
娘
に
ピ
リ
リ
〃
‥

カ
ラ
オ
ケ
、
盆
踊
り
大
会

遠
賀
印
璽
ま
つ
り
盆
踊
り
大
会
こ
カ
ラ
オ
　
を
ひ
っ
さ
け
て
登
場
。
会
場
か
ら
の
ヤ
ン
ヤ

ケ
大
会
が
、
八
月
二
十
二
日
総
合
運
動
公
　
の
喝
采
の
中
、
マ
イ
ク
を
握
り
し
め
自
慢
の

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
潰
に
、
た
く
さ
ん
の
観
　
ノ
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。

容
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
憤
重
な
審
査
の
溝
果
「
北
の
漁
壁
を
熱

六
時
か
ら
始
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
　
唱
し
た
柴
田
力
さ
ん
（
松
ノ
本
）
が
最
優
秀

こ
の
日
に
備
え
て
い
た
十
人
が
十
八
番
の
歌
　
賞
に
澄
い
た
ほ
か
、
優
秀
賞
に
入
江
恵
子
さ

ん
（
若
松
）
、
努
力
賞
に
町
田
煩
雑
さ
ん
（
芙

蓉
）
、
ユ
ニ
ー
ク
農
に
那
須
清
子
さ
ん
（
新

町
）
、
も
う
ち
ょ
い
質
に
鈴
木
源
而
さ
ん
（
潅

木
）
が
人
質
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
あ
と
、
広
渡
小
学
校
吹

ト
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
金
魚
す
く
い
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▲アイディア部門一位「ビーナス誕生」

流
れ
る
汗
、
光
る
波
し
ぶ
き

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル

イ
カ
ダ
競
争

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
イ
カ
ダ
競
争
は
、
久
し

ぶ
り
に
お
天
気
に
な
っ
た
八
月
二
十
三
日
、

遠
賀
川
漕
艇
場
鑓
蟄
会
場
で
開
催
さ
れ
、
競

争
部
門
（
町
内
各
区
対
抗
、
オ
⊥
ノ
ン
）
と

ア
イ
デ
ア
部
門
で
激
し
い
戦
い
が
く
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

競
争
の
蔀
地
区
対
抗
戦
で
は
地
の
利
を
生

か
し
て
密
か
に
練
習
を
し
た
と
い
う
島
津
二

世
号
が
、
昨
年
優
勝
の
今
古
賀
艇
（
四
位
）
、

強
敵
の
別
府
一
号
（
二
位
）
、
広
瀬
丸
（
三

位
）
を
か
わ
し
て
初
優
勝
し
ま
し
た
。

競
争
の
蔀
オ
ー
プ
ン
戦
に
は
福
岡
市
や
粗

屋
謡
八
女
溺
黒
木
町
な
ど
か
ら
の
遠
来
組

を
含
め
5
0
健
が
出
艇
。
予
戦
B
パ
ー
ト
を
ト

ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
決
勝
戦
に
進
ん
だ
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
（
小
倉
北
区
）
が
、
遠

賀
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
松
ノ
本
二
一
位
）
、
役

場
総
合
丸
（
遠
賀
町
役
場
二
二
位
）
を
引
き

離
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。
四
位
に
は
松
ノ
本

フ
ァ
ミ
リ
ー
号
（
松
ノ
本
）
、
五
位
に
は
マ

ッ
ケ
ン
ル
ー
号
（
八
幡
西
区
）
が
入
り
ま
し

た。

呼
び
も
の
の
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
で
は
、
レ

オ
タ
ー
ド
で
審
査
員
に
特
産
の
お
茶
を
サ
ー

ビ
ス
す
る
な
ど
不
純
な
（
？
）
方
法
で
ア
ピ

ー
ル
し
た
八
女
部
上
陽
町
の
「
鯉
よ
こ
0
号
」

を
始
め
、
空
き
カ
ン
の
接
げ
捨
て
防
止
と
ス

チ
ー
ル
缶
の
P
R
を
す
る
新
日
鉄
関
係
の
E

I
ナ
ス
誕
生
」
、
遠
賀
川
に
サ
ケ
を
と
呼
び

か
け
る
「
東
和
苑
丸
」
な
ど
1
9
艇
が
そ
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
を
競
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
一
位
に
は
「
ビ
ー
ナ
ス
誕
生
」
、
二

位
に
は
「
蕎
ヲ
ロ
ッ
コ
リ
ー
丸
」
、
三
位

に
「
通
信
カ
ー
ニ
バ
ル
号
」
が
入
り
ま
し
た
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自国髄艶聞 
9月21日伯）～9月30日㈱ 

心
に
ゆ
と
り
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー

秋
の
交
通
安
全
連
動
が
、
今
年
も
九
月
二

十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
全
国
一
斉
に

始
ま
り
ま
す
。

今
回
の
交
通
安
全
連
動
の
主
な
日
額
は
、

●
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
こ
と

●
一
一
輪
車
を
中
心
に
し
た
無
謀
運

転
を
な
く
す
こ
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

パ
イ
ク
を
運
転
中
に
交
通
政
教
で
死
亡
し

た
人
の
6
4
・
5
形
は
頭
や
顔
を
強
く
打
っ
て

死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
こ
と
が
ど
ん
な
に

恐
ろ
し
い
こ
と
か
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
I
I
S
L
や
「
S
L
マ
ー

ク
の
付
い
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
工
事

用
安
全
幅
は
、
二
輪
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る
こ
と

で
、
期
間
中
街
頭
で
指
導
や
取
り
締
り
が
あ

り
ま
す
。

夏
の
暑
さ
で
ゆ
る
ん
だ
気
詩
を
引
き
し

め
、
交
通
部
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

頭
を
守
る
命
綱

な
も
の
の
発
見
が
遅
れ
ま
す
。

●
あ
ご
ひ
も
は
し
っ
か
り
締
め
る

あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
な
い
と
、
万
一
の
と

き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
飛
ん
で
し
ま
い
、
頭
を

守
れ
ま
せ
ん
。

バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
正
し
く
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
る
－
こ
れ
を
ぜ
ひ
習
頂
に
し

て
く
だ
さ
い
。

動
こ
ん
棺
こ
と
で

火
事
に

テ
ン
プ
ラ
油
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
よ

る
火
事
。
幸
い
ホ
ヤ
で
す
ん
だ
。

l
位
∴
た
ば
こ
　
7
ェ
7
〃
件

2
位
　
た
き
火
　
1
1
1
8
件

3
位
　
こ
ん
ろ
　
6
1
2
4
件

4
位
　
放
火
　
　
5
0
1
3
件

5
位
　
火
あ
そ
ぴ
　
3
1
1
5
件

こ
れ
が
火
災
原
因
の
ワ
ー
ス
ト
5
（
消
防

庁
調
べ
・
6
1
年
中
）
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に

も
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
火
災
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

・
テ
レ
ビ
の
コ
ー
ド
と
ま
ち
か
え
て
短
気
ス

ト
ー
ブ
の
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
。

・
物
置
に
宙
い
て
あ
っ
た
フ
イ
ル
ム
が
自
然

発
火

・
天
プ
ラ
の
抱
け
か
す
が
余
熱
で
自
然
発
火

o
除
革
剤
と
蔑
薬
が
混
じ
っ
て
発
火

。
自
動
車
が
走
行
中
、
排
気
管
に
油
ポ
ロ
が

落
ち
て
発
火

・
蚊
取
り
線
香
が
か
や
に
く
っ
つ
い
た
。

・
金
魚
は
ち
か
レ
ン
ズ
と
な
っ
て
ポ
ヤ
に

な
ど
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

煙
を
見
た
ら
死
神
と
思
え

一
方
、
不
幸
に
し
て
火
災
に
な
っ
た
合

場
、
恐
ろ
し
い
の
は
炎
よ
り
も
短
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

火
災
で
死
亡
す
る
原
因
の
半
数
は
、
煙
に

よ
る
一
酸
化
炭
素
豊
富
よ
る
窒
息
で
す
。

た
と
え
火
傷
が
嚢
の
死
因
で
あ
っ
て
も
、

実
は
煙
に
ま
か
れ
て
意
識
を
失
い
、
そ
の
結

果
火
傷
で
命
を
落
と
す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人
間
は
こ
の
一
酸
化
炭

素
を
約
1
形
含
ん
だ
空
気
を
1
～
3
分
吸
っ

た
だ
け
で
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

火
災
・
敵
意
件
敵
　
（
7
月
申
）



遠賀町の長寿者
（8g戴以上、7月未調べ）

100簾（Or内重富能書）

姪小路篤胤　明治20年（松ノ本）

99章一89職〈明治32年3月31日生まで）

矢野　濃雄
小野千代子
三嶋クマノ
舛漆　工イ
舛添スキノ
下村　ス工
秦　　サヨ
察　　トク
田中　嘉作
門司キクノ
松井マサノ
涌行耕太節
和田　キク
泉原　きん
小川　トラ
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－
？
－
3
（
ノ
ー
，
－
3

聯

ク

ク

ク

ク

ク

タ

グ

タ

グ

多

々

ク

ク

ク

ク

ク

タ

グ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

タ

グ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

多

々

ク

ク

ク

多

々

ク

ク

ク

タ

グ

ク

ク

タ

イ

ク

ク

ク

ク

多

々

ク

ク

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ
タ
ミ
　
　
　
ミ
　
ユ
　
タ
　
　
　
マ
タ
喜
　
　
　
青
せ
ク
　
　
　
ミ
タ
キ
　
　
　
　
コ

藤
田
田
田
中
松
松
内
田
竹
舌
木
　
口
野
本
徳
中
崎
野
節
用
村
境
松
本
田
原
藤
田
下
谷
田
森
田
邦
書
満
車
藤
川
用
中
原
西
西
井
西
田

安
永
永
柴
山
石
石
山
小
薬
有
絶
境
谷
古
松
行
田
高
仲
磯
小
木
高
近
松
村
魚
道
厳
禁
大
柴
煮
恩
田
永
古
山
遠
煽
森
田
梶
中
小
筒
小
葉

ヲ
セ
子
ナ
ヨ
ヲ
サ
ノ
ラ
ノ
ラ
二
子
工
夫
力
最
ヲ
実
字
ノ
ノ
餓
二
品
ヨ
子
よ
ラ
ヌ

サ
ト
歌
ハ
キ
ナ
ビ
ヤ
ケ
マ
サ
ク
鴻
チ
盛
夕
庫
マ
田
ア
キ
メ
三
　
卜
美
つ
マ
ネ

一
ノ
男
テ
書
館
シ
ツ
ヲ
セ

政
ク
伊
フ
繋
霊
ト
タ
サ
ト

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ

∋
ノ
ク
ク
ク
シ
マ
シ
吉
ミ
平

ス

ケ

ノ

ユ

キ

ヨ

ハ

ヨ

究

ツ

真
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ぎ
ざ
ぎ
ざ
ざ
争
争
争
争
す
す
を
ま
ず
す
す
争
争
寧
包
ま

鵬
国
民
年
金
福
欝
金
係
印尊

さ
せ
せ
せ
せ
や
モ
モ
せ
せ
せ
せ
モ
モ
や
や
せ
や
や
や
や

厚
生
年
金
保
険

健
　
鷹
　
保
険

適
用
事
業
所
を
拡
大

錘
段
階
的
に
適
用

［
旧
例
口
同
曲
□

［
園
固
胤
口

五
人
未
満
の
法
人
の
適
薬
所
、
事
務
所
に

昭
和
六
十
四
年
三
月
ま
で
に
庫
生
年
金
保
険

と
健
康
保
険
の
通
用
が
弦
大
さ
れ
ま
す
。
す

で
に
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
従
来
適
用
除

外
と
さ
れ
て
い
た
次
の
薬
種
で
五
人
以
上
の

法
人
専
業
所
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
蔑
称
漁
業
　
○
飲
食
店
　
○
旅
館

○
ク
リ
l
一
ン
グ
　
○
理
美
容
業

○
娯
楽
業
等

ま
た
、
昭
和
六
十
一
事
四
月
か
ら
は
三
～

四
人
、
昭
和
六
士
二
年
四
月
か
ら
は
一
⊥
一

人
の
法
人
墓
所
（
事
務
所
）
が
段
階
的
に

適
用
事
業
所
へ
と
披
大
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら

唖
生
年
金
偏
隙
へ

厚
生
年
金
保
険
の
聾
望
藁
所
に
な
り
ま

す
と
、
従
業
員
の
方
は
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保
険
者
へ
被
保
険

者
踵
別
が
変
わ
り
ま
す
。

従
業
員
の
奥
さ
ん
で
健
康
保
険
の
被
扶
養

配
偶
者
は
、
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
役
場
年
金
係
に
当
然
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
八
幡
社
会
操
検
車
務
所
、

＄
（
6
3
1
）
1
9
6
1
に
お
た
ず
ね
く
だ

さい。

福
岡
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
と
現
に

同
居
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
が
老
人
の
た
め
の
居
室
な
ど
を

増
築
ま
た
は
改
築
、
改
造
す
る
場
合
に
、
必

要
な
避
備
資
金
の
貸
付
け
を
し
ま
す
。

▽
貸
付
限
度
額
　
百
二
十
万
円

▽
利
息
　
　
　
年
3
着

▽
償
遣
期
間
　
　
1
0
年
以
内

▽
申
込
受
付
期
間
　
9
月
⊥
4
日
～
蜘
月
2
4
日

詳
細
は
役
揚
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

婦
人
と
し
て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
や

身
の
ぶ
り
方
に
つ
い
て
、
自
分
だ
け
の
力
で

は
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
、
適
当
な
相

談
相
手
も
い
な
い
－
。
婦
人
で
あ
る
が
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
…
㌔
こ
ん
な
方
に
水

巻
町
で
県
婦
人
相
談
所
の
巡
回
婦
人
額
所

が
関
か
れ
ま
す
。

・
家
庭
内
外
の
紛
争

・
結
婚
、
夫
婦
間
、
男
女
間
の
問
題

・
熊
婚
問
題

。
子
ど
も
の
非
行
な
ど
の
こ
と

・
家
庭
経
済
に
つ
い
て
の
相
談

・
過
去
の
あ
や
ま
ち
か
ら
立
ち
宿
り
た
い
、

ま
た
は
誘
惑
か
ら
逃
れ
た
い
な
ど

・
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
こ
と
や
身
の

ふ
り
か
た
に
つ
い
て

な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
こ
の
機
会
に
お
気

軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▽
開
催
日
　
9
月
2
9
日
（
火
）

1
0
時
～
ュ
5
時

▽
場
所
水
巻
町
英
公
民
館

▽
相
談
員
法
驚
、
婦
人
相
談
員
な
ど

生
活
の
注
憲
、
感
染
症
情
報
な
ど
を
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
は
毎
日
朝
十
時
に
変
わ
り
ま
す
。

九
月
の
テ
ー
マ

月
岡
　
耳
な
り

火
曜
　
む
し
歯
は
全
身
の
病
気
の
原
因

水
間
　
こ
ど
も
が
お
ぼ
れ
た
と
き
の
慧

木
曜
手
の
し
び
れ
と
治
療

金
時
　
婦
人
の
お
り
も
の

土
・
日
曜
　
胃
か
い
よ
う

十
月
の
テ
ー
マ

月
曜
　
こ
と
も
の
せ
ん
息

火
曜
見
つ
け
に
く
い
む
し
歯

水
曜
　
ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
臓

木
間
　
呆
け
老
人
の
介
護

金
曜
　
妊
婦
と
ス
ポ
ー
ツ

土
・
日
曜
　
こ
わ
い
狭
心
症

福
岡
県
保
険
医
協
会
で
は
、
日
常
の
健
康

管
理
も
含
め
た
幅
広
い
病
気
の
知
識
や
日
常

船
舶
職
員
法
の
改
正
で
海
拷
菟
状
が
五
年

こ
と
の
更
新
制
と
な
り
、
そ
の
手
続
き
が
今

年
の
四
月
三
十
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

有
効
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
海
拷
菟
状
は
失

効
し
、
失
効
再
交
付
蕾
を
受
け
、
新
た
に

酒
精
菟
状
の
交
付
を
受
け
な
い
と
船
舶
に
乗

船
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更

新
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
九
州
運
輸
局
船
員
郵
船
的
職
員

課
、
＄
（
3
3
2
）
8
0
9
4
へ
ど
う
ぞ
。



′・一、轄馬頭岳清掃ハイキング 
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（
福
岡
市
博
多
区
千
代
1
の

2
の
2
）
＄
0
9
2
（
6
5

1
）
0
2
9
4
ま
で

現
代
の
青
年
が
何
を
考
え
て
い
る
か
を
一

般
の
人
に
訴
え
、
若
い
世
代
の
清
新
で
建
設

的
な
怠
兄
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

N
H
K
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
福

岡
県
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

君
の
ホ
ン
ネ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
応

募
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
と
　
き
　
Ⅱ
月
1
5
日
（
日
）

▽
応
募
先
　
N
H
K
北
九
州
放
送
局
（
小
倉

北
区
大
門
⊥
の
6
の
撃

▽
締
　
切
　
m
月
1
6
日

▽
郷
間
m
月
1
日
～
n
月
0
0
臼
ま
で
の

毎
週
月
、
水
、
金
隠
目

的
時
～
ュ
6
時

▽
受
講
料
無
料
（
教
材
蛍
は
自
己
負
担
）

▽
申
　
込
　
9
日
2
1
日
、
織
目
の
両
日
、
電

話
で
福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ

ン
タ
ー
へ
。

趣
0
9
4
8
（
2
3
）
4
ュ
5
6

安
（
大
）
学
校

地
域
福
祉
を
考
え
る
大
学
公
開
請
座
を
、

北
九
州
大
学
（
小
倉
南
区
）
と
社
会
保
育
短

期
大
学
（
田
川
市
）
で
開
き
ま
す
。

も
う
一
度
身
の
ま
わ
り
の
一
倍
社
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

北
九
州
大
学
コ
ー
ス

。
期
　
日
　
m
月
8
日
～
1
2
月
1
0
日

毎
週
末
晒
日
の
ュ
4
時
～
ュ
6
時

社
会
保
育
短
期
大
学
コ
ー
ス

・
期
　
日
　
1
0
月
1
日
～
1
2
月
9
日

毎
週
水
曜
日
の
1
4
時
～
ュ
6
時

▽
経
　
費
　
テ
キ
ス
ト
営
十
円

▽
申
込
期
限
　
9
月
2
5
日

▽
申
込
先
　
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金

▽
諭
習
自
　
負
月
1
9
日
、
n
月
2
0
日

▽
会
　
場
福
岡
商
工
会
議
所

▽
申
込
受
付
　
9
月
2
8
日
～
1
0
月
追
白
の
閲

に
福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協

会
（
福
岡
市
博
多
区
住
吉
2

の
3
の
1
0
）
へ

▽
詳
　
細
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

衝
（
2
9
3
）
ュ
2
3
ュ
ヘ

▽
一
次
試
験
　
大
学
校
　
日
月
7
日
、
8
日

学
　
校
i
 
n
月
8
日

▽
受
付
潮
間
9
月
n
日
～
2
4
日

▽
試
験
地
県
内
は
福
岡
市
と
北
九
州
市

▽
詳
　
細
受
験
費
板
な
ど
詳
細
は
人
蛮

院
九
州
鼓
舞
局
（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
の
調
の

ュ）舘
0
9
2
（
4
3
1
）
7
7

3
3
へ
ど
う
ぞ

交
通
安
全
家
族
会
撰
作
文
－
糞

業
講
堂
の
婦
人
に

▽
科
　
目
　
経
理
項
務
（
簿
記
、
堕
醤

▽
定
　
見
　
5
0
人
種
度

交
通
尊
故
を
な
く
す
た
め
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
麓
で
話
し
合
っ
た
こ
と
や
、
実
行

し
て
い
る
こ
と
を
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
の
作

文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
籍
切
　
9
月
2
0
日

▽
応
募
先
　
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
2

の
2
の
1
7
、
日
本
交
通
福
祉

協
会



焼き上か帰どうかな
総合運動公園の中の陶芸室では、今日も朝からみ

んなが集まって、陶器づくりに余念がありません。

「どんな色に焼くとね9」とか「でき上がりが楽

しみやねえ」の声の申、いろいろな租薬を作品にか

けていました。

この日は炉に火が入っていませんでしたのでそう

でもありませんでしたが、「火が入ると夏は暑いで

すよ」とのこと。

別府で千灯明
みんなが元気にすごせるようにと、別府区の観音

様とお地蔵様で干灯明がありました。夕くれととも

に今年お亡くなりになった方のお宅などからいただ

いた灯舘や、石段の両側に立てたろうそくなどに灯

が入ると、次々とお参りの人たちがやってきます。

世話人の森さんは、「私たちが小さいころやって

いて、ここ20年以上絶えていたものを昨年から始め

ました」とのことでした。

＿i 腐∴ 翻 �∴ �ナヽ ∴∴ � �㊧ 

r l 

l覇宴田n田璧／ �∴　∴一●｛　‾： 

i－．＼lL 

甘下面「書 繭言l∴∴∴欄

子　∴－宣●： 

∴∵言∴∴∴∴∴一つ†－ 

一一一、．．－∴二二二／－　」＿， 

喜喜喜喜音喜臆瞳Sg漢音8㍍〃 　　　　　　－∴∴∴∴ヽ 

この夏中央公民館の図書室と隣の閲覧室は、暑さ

をさけて勉強する人でいっぱいでした。特に夏休み

も終りに近づくころは、教科書や宿題をかかえた日

焼け人がl占領し、お目様のにおいをふりまきなが

ら、静かに鉛等を走らせていました。カリカリ。

「9月になると元の図軽重にもどります」とは図

書室の人の話でした。

夏は涼しい図書室で

め∴∴、，霞 
－ �i議書 ／′＼・′／ ノブ 

謂 　∴∴ 

藷藍一議議義経 
高齢者パティパットゴルフ教室が、総合運動公園

内のパティパットゴルフ場でありました。

日ごろ使いなれたゲートボールのスティックをパ

ターに替えた皆さんは、教育委員会職員の指導のも

と、中にはパー4壱2で回るなどの達人もおられ、

和気あいあいでコースを回りました。「なかなかお

もしろい」というのか皆さんの終った後の感想でし

ゲートボールとは
かってがちかうはい



同湖蓮田 ＼＼、● 

総合検診がスタート
みなさんの健藍藻を守るための総合検診が、8月18

日の別府地区を皮切りにスタートしました。折から

の雨の中をここ遠賀中学授体育館に集まった人たち

は、受付の後血圧測定や眼底カメラ、結核レントゲ

ン、宙ガン検診などの検査を受けましたo　また会場

の一角では保健婦さんによる食生活措き尊や、遠賀町

食生活改善推進会の皆さんの手による健I藻メニュ‾

（今号の「おかあさんの健康メニュー」）の試食も

あり、熟IC持こ聴き入っていました。

で≒∴（ ’＼／二㌔ 藍藩塞 � � 

これまで空ソ詩でしたコミュニティセンターの中庭

に、このほど「ひととき」と顕したブロンズ像が殺●

置されましたo　作者は宗像市城山中学寸交で美術の教

鞭をとっておられ、現在：遠賀町別府に在住の外山良

治さんです。夕l山さんは県展での知奉賀を始め、日

展などにも入選されています。

コミュニティセンターを訪れた人たちは、この新

しい仲間をやさしいまなざしで見つめていました。

私と伸よくしてね

木守の井手神社のお祭りがありました○　これはみ

んなで友たちの輪を広げようと昨年から始まったも

ので、当日はハッピ姿に身を包んだ子ともたちが神

社に集まったあと、木守の寧日までワープして、そ

こからおみこしをにぎやかに引いて回りました。

（紙面の都合で紹介がおくれました）

ぼくたちaaなの
お祭りだひ擁

作
者
の
外
山
さ
ん
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続
遠
賀
町
文
学
散
歩

㈲

鉄
路
に
沿
っ
て

溜
ま
で
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
あ
る
。

そ
の
人
の
母
の
手
記
が
、
遠
賀
と
何
ら
か

～
九
州
の
福
岡
県
の
遠
賀
川
駅
へ
若
い
た
　
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
な
ど
少
し
も
知
ら
な
か

の
が
夜
中
で
、
し
か
も
台
風
の
た
め
旅
館
は
　
っ
た
。

み
ん
な
声
を
閉
め
き
っ
て
い
て
開
け
て
く
れ

「
母
の
螢
」
に
よ
る
と
、
小
学
六
年
生
の

ま
せ
ん
。
仕
方
が

な
い
の
で
駅
へ
も

ど
っ
て
夜
明
か
し

を
し
ま
し
た
。

私
の
ほ
か
に
も

う
一
人
待
合
室
で

寝
て
い
た
人
が
い

ま
し
た
の
で
、
少

し
は
心
強
い
思
い

で
し
た
。

寺
山
修
司
を
青
森
に
残
し

て
、
母
は
職
を
求
め
て
芦

屋
へ
来
た
の
で
あ
る
。
昭

和
二
十
六
、
七
年
頃
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
進
駐
軍

様
子
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
六
年
寺
山
修
司
、
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
日

本
一
の
お
母
さ
ん
で
す
。
ぼ
く
を
大
学
へ
入

れ
る
た
め
、
九
州
ま
で
行
っ
て
働
い
て
い
る

の
で
す
。
ぼ
く
は
大
き
く
な
っ
た
ら
き
っ
と

え
ら
い
人
に
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
大
事
に

し
ま
す
」
た
い
し
た
名
文
だ
と
も
思
い
ま
せ

ん
が
、
な
ぜ
か
一
審
で
新
聞
に
ま
で
の
っ

て
い
る
の
で
す
。
－
前
に
同
じ

鉄
路
を
中
に
し
て
、
こ
ん
な
美
し
い
ド
ラ

マ
が
あ
っ
た
と
誰
が
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。

そ
の
頃
の
遠
賀
川
駅
に
は
R
T
O
が
あ
り

鉄
道
は
芦
屋
ま
で
つ
つ
き
、
占
領
軍
の
物
資

ベ
ン
チ
に
膜
を
　
　
　
　
　
改
築
前
の
遭
賀
川
駅

か
け
、
修
ち
○
ん
は
ど
う
し
て
い
る
か
し

ら
、
あ
き
ら
め
て
く
れ
た
か
な
あ
と
、
お
い

て
来
た
修
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
ひ
と
晩
中
考
え

て
い
る
と
液
が
明
け
ま
し
た
。
－
寺
山
は

つ
薯
「
母
の
螢
」
（
寺
山
修
司
の
い
る
風
景
）

よ
り寺

山
修
司
は
、
若
く
し
て
透
っ
た
天
才
と

も
言
わ
れ
た
劇
作
家
、
演
出
家
で
も
あ
っ
た

人
。
碧
い
頃
か
ら
短
歌
や
俳
句
に
も
手
か
け

て
、
多
く
の
作
品
壷
に
出
し
た
こ
と
も
あ

り
、
最
後
は
自
作
の
劇
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
公

関
連
の
仕
秘
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
小

さ
い
子
供
を
残
し
て

母
が
ひ
と
り
遠
い
と

こ
ろ
で
働
く
。
そ
れ

に
し
て
も
こ
の
時
既

に
天
才
的
な
片
鉦
を

崖

線

の

蹟

輸
送
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
た
。

遠
賀
川
か
ら
今

古
賀
、
松
の
元
、

葱
を
通
り
芦
屋

ま
で
の
鉄
路
の
跡

を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
戦
後
間
も
な

い
こ
ろ
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
る
。

遠
賀
川
駅
か
ら

薫
行
き
特
急
「

は
や
と
も
」
が
出

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

－
や
が
て
北
九
州
の
芦
屋
に
住
ま
い
が
落

ち
着
い
て
か
ら
は
、
私
は
青
森
に
週
一
度
は

が
な
ら
ず
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
修
ち
○
ん

か
ら
も
一
週
こ
と
に
手
練
が
来
て
、
毎
日
の

て
い
だ
こ
と
な
ど
、
今
で
は
想
像
も
で
き
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
片
山
花
街
史
）

R
T
O
‥
鉄
道
輸
送
指
令
部



忘れないでね

虫生津1495番地の9
九∴り∴か

丸山絵理香ちゃん

（由健美さんの二女）

昭和61年9月21日生

毎日お姉ちゃんに鍛えら

れて、少々の事では泣かな

くなりました。「いまに強

くなってお姉ちゃんをいじ

めかえしてやるんだい。」

とがんばっていろ私です。

9
月
2
5
日
（
金
）

受
付
　
ュ
3
時
ュ
0
分
～
調
時

検
診
　
ュ
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

一
璽
ハ
ヵ
月
～
一
歳
八
カ
月
児

（
昭
和
6
1
年
⊥
月
～
3
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
－
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料

健
康
状
態
の

，
調
整
タ
イ
ム
〝

昼
休
み
の
過
ご
し
方
と
し

て
大
切
な
の
は
、
午
前
中
の

仕
事
と
午
後
の
仕
革
の
合
間

に
、
心
身
の
健
康
状
態
の
調

整
を
す
る
こ
と
で
す
。
と
は

い
っ
て
も
、
わ
が
国
の
場

合
、
昼
休
み
に
一
時
間
以
上
も
か
け
る
習
慣

摂
取
し
た
食
事
を
消
化
吸
収
す
る
た
め
の
消

化
器
の
連
動
が
、
全
身
的
な
身
体
活
動
に
よ

っ
て
妨
げ
ら
れ
る
た
め
に
起
こ
る
症
状
で

す
。
で
す
か
ら
、
食
後
に
あ
ま
り
激
し
い
連

動
を
す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

空
腹
時
の
激
し
い
運
動
も
控
え
た
い
も
の
で

す。
と
こ
ろ
で
、
食
事
を
と
る
時
間
や
食
事
の

量
と
連
動
量
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
自
分

に
と
っ
て
雷
快
適
な
状
態
を
見
つ
け
出
し

0
歳
児
検
診

▽
期
　
日
　
9
月
1
7
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
馬
著
　
昭
和
6
2
年
1
月
～
6
月
生
乳
児

▽
内
　
容
　
診
察
、
身
体
測
定
、
保
健
指
導

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

▽
料
　
金
　
無
料

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
急
署

▽
内
　
容

▽
持
参
晶

▽
料
　
金

9
月
2
8
日
（
月
）

ュ
3
時
5
0
分
～
1
5
時
測
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴
指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

無
料

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

知
恵
を
絞
っ
て
昼
休
み

の
有
効
な
使
い
方
を
考

え
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

自
分
に
適
し
た

体
操
を
見
つ
け
よ
う

体
を
動
か
し
た
く
な
る

条
件
づ
く
り
を

食
後
に
激
し
い
連
動
を
し
て
腹
痛
を
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
よ
く
観
察
を
し

て
み
れ
ば
、
ど
う
い
う
状
態
の
と
き
に
自
然

と
体
を
動
か
し
た
く
な
り
、
ま
た
逆
に
連
動

す
る
意
欲
が
わ
い
て
こ
な
い
の
か
が
わ
か
り

ます。

「
今
さ
ら
運
動
な
ん
て
」
な
ど
と
い
っ
て

い
る
人
も
、
条
件
さ
え
準
え
は
自
然
と
体
を

動
か
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。

職

場

体

操

で

能
率
ア
　
ッ
　
プ

労
働
と
い
っ
て
も
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
単
調
な
労
働
、
あ
る
い
は
体
の
一
部

分
だ
け
に
密
度
の
高
い
労
働
が
集
中
す
る
住

専
の
人
は
、
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
「
心
地

よ
い
全
身
的
な
疲
労
」
を
得
る
た
め
の
運
動

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

密
度
の
高
い
労
働
負
担
が
、
体
の
ど
の
部

分
に
集
中
す
る
か
ば
仕
諺
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
「
自
分
の

体
操
」
を
創
造
し
て
く
だ
さ
い
。
倍
率
の
合

間
に
「
気
分
が
爽
快
に
な
る
」
体
操
を
三
極

類
か
四
懇
類
、
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
四
～
五
回

く
り
返
す
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

職
税
体
操
の
こ
と
を
英
語
で
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
プ
・
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
生
産
的
な
体

操
）
と
い
い
ま
す
。
仕
導
の
合
間
を
上
手
に

使
っ
て
体
操
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
能
率

よ
く
仕
車
が
で
き
る
と
い
う
脅
環
で
す
。

指
導
～
－
青
山
　
英
康

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



周 下 脚の謹賀‖町整調語寄寓
専行によっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりします。事前IC確

めて、遅れないようにしましょう。

日 �○ �行　　事　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

16 �水 �総　　合　　検　　診 � �広渡公民館 �保健衛生係 �広避区 営ガン検診受付は11時まで �広報 8月10目早 
簡22回遭質町民体育祭 �19：00・－ �勤労者体育 �体　育　係 �体育部長 � 
要　項　説　明　会 ��センター ��競技役員 

17 �木 �0　壊　児　検　診 � �中央公民館 �保健衛生係 � �11ページ． 

18 �金 �読　書　論　座　⑧ � �中央公民館 �社会教育係 � � 

和紙人形教室⑧ � �中央公民館 �社会教育係 � � 

19 �土 �刺　し　ゅ　う　教室（D � �中央公民館 �社会教育係 �教室申込者 � 

21 �月 �総　　合　　検　　診 � �東町公民館 �保健衛生係 �東町区 胃ガン検診受付は11時まで �広報 8月10日プ 

22 �火 �総　　合　　検　　診 � �木守公民館 �保健衛生係 �木守医 官がン検診受付は11時まで �広報 8月10日日 

献∴∴∴血 � �午前 浅木サン的 午後役現前 �社会福祉 協議会 �潤16蔵以上統裁未満の方 � 

24 �木 �総　　合　　検　　診 � �今古賀 公民館 �保健衛生係 �今古賀区 留ガン検診受付は11時まで �l広報 I8月10日号 
高　齢　者　学　級 　（寿大学） � �中央公民館 �社会教育係 �00韻以上の男女 午後：選択コース � 

25 �i 上 i �心　配　こ　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協議会 �お気軽にどうぞ � 1歳　6∴カ　月　検診 � �中央公民館 �保健衛生係 �61年1月－3月出生児 �11ページ 

野　草　教　室　⑦ � �中央公民館 �社会教育係 �教室申込者 � 

26 �土 �刺　し　ゅ　う　教室くり � �中央公民館 �社会教育係 �教室申込者 � 
昭和62年】義 範暮雪競演会 � �中央公民館 �社会教育係 �たくさんの方の参加を 　お待ちしています �7・ヾ一言 

28 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �11ページ 

29 ！ 30 �火 i 水 � �1　泊　2　日 �大分県 天ヶ瀬温泉 �社会福祉 協∴額会 �対象者には通知します � 

29 �火 �総　　合　　検　　診 � �新町公民館 �保健衛生係 �新町区 胃がン検診受付は11時まで �広報 8月10日号 

30 �水 �総　　合　　検　　診 �9：00・、・11：00 �新町公民館 �保健衛生係 �新町区 �広報 8月10日号 

秋のサークル会員募集………広報掲載受付中 
広報「おんが」では、10月10日号　○サークルの名前　　　　　　　　　入会金の安否、その他の径貨） 

・で秋のサークル会員募集の持集を予　○簡単を紹介文（紙面の都合で全　○申込先（氏名、住所、宙話番号） 
’　定しています。掲載を希望されるサ　　文指載できないことがあります）　○活動中の写真（なくても可。紙面 

ークルは次の内容を記入になり、広　○練習日と時間　　　　　　　　　　の都合で掲載できをいこともあり） 

報係まで申し込みください。　　　　○練習場所　　　　　　　　　　　○その他（特【こあれば） 

※申込締切　9月24日（必着）　　　○詩集対象　　　　　　　　　　※次回の掲載は呑（4月10日号）Iこ 

記入していただくこと　　　　　　○費用（会鶴は日会敦か年会費か、　　在りますのでご注意ください。 


